
ギャラリー展示 布川角左衛門と布川文庫 

会期：令和 8年 7月 16日～9月 15日 

於：国立国会図書館東京本館 国立国会図書館ギャラリー 

 

ギャラリー展示 布川角左衛門と布川文庫 

布川文庫は、編集者・出版研究者の布川角左衛門（1901-1996）が収集した出版関係資料を

中心としたコレクションです。 

この展示では、布川文庫の約 25,100点の資料の中から、布川の手がけた仕事や交流関係が

うかがえる資料を紹介します。 

 

※ 布川文庫についての詳細や利用方法については、リサーチ・ナビ 布川文庫をご覧くだ

さい。 

※ 本展示は、国立国会図書館月報 2026年 4月号「あの人の蔵書 布川文庫」の内容を基

にしています。 

展示構成 

⚫ 出版人・布川角左衛門 

⚫ 布川文庫の来歴 

⚫ 出版社史・出版人の伝記 

⚫ 献呈本・蔵書印 

⚫ 雑誌創刊号コレクション 

展示資料一覧 

資料名のリンクをクリックすると、資料の書誌に移動します。 

  テーマ 請求記号 資料名 

1 出版人・布川角左衛門 UE11-G14 布川角左衛門事典 

2 出版人・布川角左衛門 GK98-J41 出版のこころ : 布川角左衛門の遺業 

3 出版人・布川角左衛門 VG1-H5422 岩波哲学小辞典 

4 出版人・布川角左衛門 VG1-H9500 岩波西洋人名辞典 

5 出版人・布川角左衛門 VG1-H9089 本の周辺 

6 出版人・布川角左衛門 VG1-H2490 普通科講義ノート 

7 布川文庫の来歴 VG1-H493 日本出版百年史年表 

8 布川文庫の来歴 VG1-H7 珍本物語 

9 布川文庫の来歴 VG1-H1038 創業五十周年を迎えて 

10 布川文庫の来歴 VG1-H7507 岩波書店五十年 

11 布川文庫の来歴 VG1-H199 図書の歴史と中国 

https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/humanities/post_100040
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_14670617_po_geppo2604.pdf?contentNo=1#page=12
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12 出版社史・出版人の伝記 VG1-H5632 三省堂の戦後出版小史 

13 出版社史・出版人の伝記 VG1-H516 創業二十周年を迎えて 

14 出版社史・出版人の伝記 VG1-H3420 徳間書店の 30年 : 1954-1983 

15 出版社史・出版人の伝記 VG1-H10818 TOPPAN1985 : 凸版印刷株式会社史 

16 出版社史・出版人の伝記 VG1-H457 小酒井五一郎追悼録 

17 出版社史・出版人の伝記 VG1-H3258 創業者相賀武夫小伝 

18 献呈本・蔵書印 VG1-H6035 バーナード・ショー 

19 献呈本・蔵書印 VG1-H7845 笛・鈴蘭 

20 献呈本・蔵書印 VG1-H19 紙漉村旅日記 

21 献呈本・蔵書印 VG1-H6023 国民統合の象徴 

22 献呈本・蔵書印 VG1-H2 書物 

23 献呈本・蔵書印 VG1-H836 書物とともに 

24 雑誌創刊号コレクション VG1-755 編衛兵 

25 雑誌創刊号コレクション VG1-H683 日本雑誌物語 

26 雑誌創刊号コレクション VG1-1117 月刊ファイリングカプセル 

27 雑誌創刊号コレクション VG1-400 ル・シャルマン 

28 雑誌創刊号コレクション VG1-409 洋装クラブ 

29 雑誌創刊号コレクション VG1-494 生活と文化 

30 雑誌創刊号コレクション VG1-557 向日葵 

31 雑誌創刊号コレクション VG1-H3631 女坂 

展示内容 

出版人・布川角左衛門 

布川角左衛門（1901-1996）は、法政大学在学中に岩波書店でアルバイトを始め、1928年

に同編集部に入社します。以降、編集者として『岩波哲学小辞典』や『岩波西洋人名辞

典』、哲学者・文学者などの書籍の編集に携わりました。 

1956年に岩波書店を定年退職したあとは、『日本出版百年史年表』の編纂など、出版史の

研究・研究体制の整備に力を入れました。また、日本出版学会の創設に携わり同会副会長

（のちに会長）を務めたほか、栗田出版販売代表取締役社長、筑摩書房管財人・代表取締

役などの要職につき、さまざまな方面から日本の出版界を支えました。 
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1. 『布川角左衛門事典』 

日本出版学会「布川角左衛門事典」編集委員会 編 「布川角左衛門事典」刊行会 1998

【UE11-G14】 

布川没後に刊行された、単なる追悼文集にとどまらない本で、以下のような内容を含み

ます。 

・布川が関わった出版関係を中心とする事項や布川の生い立ち、人となりなどに関する

項目の解題（例：「岩波書店」、「筑摩書房」、「日本出版学会」、「沼津中学

校」） 

・非常時日誌（1945年 3月 10日～4月 13日）、年末日記（同年 12月 22日～30日） 

・布川角左衛門略歴・著作年譜 

2. 『出版のこころ : 布川角左衛門の遺業』 

小林恒也 展望社 2011【GK98-J41】 

3. 『岩波哲学小辞典』増訂版 

伊藤吉之助 編 岩波書店 1947【VG1-H5422】 

4. 『岩波西洋人名辞典』 

亀井高孝・野上豊一郎・石原純 編 岩波書店 1932【VG1-H9500】 

5. 『本の周辺』 

布川角左衛門 著 日本エディタースクール出版部 1979【VG1-H9089】 

6. 『普通科講義ノート』昭和 41 年度春期 

布川角左衛門・美作太郎 ほか 日本エディタースクール [1966]【VG1-H2490】 

編集者・校正者を養成する学校である日本エディタースクールの、夜間部普通科（3か

月）の講義ノートです。布川が講義を担当した「出版の大要」に書き込みが見られま

す。 

出版教育にも深く関心を寄せていた布川は、1950年代から徐々に大学で講義を行うよう

になり、1960年代以降は、日本エディタースクールでの社会人教育などにも携わりまし

た。 

布川文庫の来歴 

布川は、1950年代後半頃から出版に関する文献を集めるようになります。本の収集は、

『岩波書店五十年』や『日本出版百年史年表』の編纂に従事することで加速しました。 
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布川は、出版研究を行う人々が自由に資料を閲覧できる「出版資料館」のような施設を作

る構想も持っていましたが、国立国会図書館へ寄託することになり、その後、遺族からの

寄贈を経て、2004年 3月に国立国会図書館の特別コレクションとなりました。 

 

布川角左衛門と国立国会図書館 

布川は 1949年から 1996年までの間、国立国会図書館納入出版物代償金委員会（1959年か

らは同審議会）の委員（1974年から 1991年までは会長）を務め、国立国会図書館の納本

制度を支えました。 

 

7. 『日本出版百年史年表』 

日本書籍出版協会 1968【VG1-H493】 

1868年から 1967年に至るまでの近代日本の 100年間の出版史をまとめた年表です。社

団法人日本書籍出版協会創立満 10周年記念出版事業として編纂され、布川が編集委員長

を務めました。 

8. 『珍本物語』 

河原萬吉 汎人社 1931【VG1-H7】 

布川文庫の『珍本物語』には、「1967 『日本出版百年史年表』用」と印字された原稿

用紙が挟まっており、布川によるものと思われる字で「昭和 11.7.17 この書《珍本物

語》発禁（風俗、〈煽情卑猥〉）」と書かれています。 

9. 『創業五十周年を迎えて』 

講談社 編 講談社 1959【VG1-H1038】 

1909年創業の講談社が、社史『講談社の歩んだ五十年』（講談社 1959【VG1-

H365】）とは別に作成した 24ページの小冊子です。第 3代社長の野間省一による挨拶

のほか、藤原銀次郎、吉川英治、大野孫平の 3名からのお祝いの言葉と、講談社の沿革

が収録されています。同書に挟まっていた紙片には「日本出版百年史年表・資料」と印

字されており、この資料は『年表』編纂に際して参考にされたものであると考えられま

す。 

10. 『岩波書店五十年』 

岩波書店 1963【VG1-H7507】 

岩波書店創業 50周年を記念して 1963年に刊行された資料です。当時、すでに布川は岩

波書店を定年退職していましたが、社友として本書に収録されている「出版界」の年表

作成を担当しました。 
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11. 『図書の歴史と中国』 

劉国鈞ほか 理想社 1963【VG1-H199】 

布川文庫の『図書の歴史と中国』には、「岩波書店 50年用」と印字された原稿用紙が挟

まっています。原稿用紙には「9.17 文部省第 1回《図書目録》を発表す。」と書か

れ、その上から取り消し線が引かれています。『岩波書店五十年』にこのメモと全く同

じ記載を見つけることはできませんが、一部の項目に関連する内容を見出せます。 

出版社史・出版人の伝記 

布川文庫の特色ある資料群の一つとして、出版社の社史があります。出版社のものに限ら

ず、社史は基本的に少部数発行で、非売品として関係者にのみ配布されることが多い出版

物です。布川は出版業界に長く身を置いていたため、出版社や関係業界の社史を比較的手

にしやすい環境にあったと思われます。 

また、私家版として発行され、関係者にのみ配布された出版人の伝記や追悼録も、布川文

庫には多く含まれています。 

12. 『三省堂の戦後出版小史』 

三省堂部課長懇話会 [編] 三省堂部課長懇話会 1973【VG1-H5632】  

三省堂部課長懇話会 10周年を記念して 1973年に発行された冊子です。奥付に非売品と

あります。 

13. 『創業二十周年を迎えて』 

金芳堂 1969【VG1-H516】 

1948年に創業した医学書の出版社、金芳堂が創業 20周年に際してまとめたものです。

わずか 10ページほどの小冊子ですが、20年の間に金芳堂が出版した本のリストが付い

ています。 

14. 『徳間書店の 30 年 : 1954-1983』 

徳間書店社史編纂委員会 編 徳間書店 1984【VG1-H10818】 

15. 『TOPPAN1985 : 凸版印刷株式会社史』 

凸版印刷株式会社社史編纂委員会 編 凸版印刷 1985【VG1-H3420】 

16. 『小酒井五一郎追悼録』 

研究社 1963 【VG1-H457】 

研究社の創業者・小酒井五一郎の追悼録です。奥付に非売品とあります。なお、小酒井

は布川と同じ新潟の長岡出身でした。 



 

 6 / 8 

 

17. 『創業者相賀武夫小伝』 

小学館社史編纂委員会 編 小学館 1987【VG1-H3258】 

小学館及び集英社の創業者である相賀武夫（のちに相賀祥宏と改名）の小伝です。奥付

に非売品とあります。 

献呈本・蔵書印 

布川文庫には、布川と交流のあった人物からの献呈本も多数含まれています。展示してい

る献呈本には、見返しに布川への献辞が記されています。 

また、布川の蔵書印が押された資料も存在します。蔵書印とは、書物の所有者が自身の蔵

書に押す印章のことをいいます。蔵書印の主な目的は所有者を明確にして書籍の散逸を防

ぐことですが、特に個人蔵書の場合は、デザイン性の高いこだわりの蔵書印を用いるなど

趣味的な意味合いを持つこともあります。 

18. 『バーナード・ショー』 

野上豊一郎 東京堂 1949【VG1-H6035】 

アイルランド出身の劇作家であるバーナード・ショーの評伝です。法政大学と九州帝国

大学で野上が行った講義が基になっています。見返しに「呈上布川兄 著者」とありま

す。 

19. 『笛・鈴蘭』 

野上弥生子 岩波書店 1966【VG1-H7845】 

野上弥生子が 81歳のときに刊行された小説集です。短冊に「布川角左衛門 きみ子様 

野上弥生子」とあります。 

20. 『紙漉村旅日記』 

壽岳文章・壽岳静子 明治書房 1945【VG1-H19】 

壽岳文章・静子夫妻が全国の紙漉村（紙漉きを行う集落）を旅したときの記録です。

「布川角左衛門様 恵存 一九五三年六月 壽岳文章 しづ」とあります。 

21. 『国民統合の象徴』 

和辻哲郎 勁草書房 1948【VG1-H6023】 

日本における天皇の存在の意義を論じた著作です。見返しに「布川角左衛門様 恵存 

著者」とあります。  
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雑誌創刊号コレクション 

布川文庫の雑誌約 1,700タイトルには、約 750タイトルの創刊号が含まれています。 

これら雑誌の創刊号には、出版史研究家の山崎安雄（1910-1964）から布川が譲り受けたも

のが多く含まれるとされているものの、リストなどは存在しないため、どの雑誌が山崎の

旧蔵書であったのかは不明です。 

なお、山崎あての献呈本が数点見つかっていることから、布川文庫には雑誌以外の山崎安

雄旧蔵書も含まれていることが分かります。 

22. 『書物』 

Ｍ.イリーン 弘文莊 1934【VG1-H2】 

23. 『書物とともに』 

寿岳文章 著 布川角左衛門 編 冨山房 1980【VG1-H836】 

24. 『編衛兵』創刊号 

日本エディタースクール出版編集科 1967.06【VG1-755】 

日本エディタースクールの受講生による同人誌です。非売品。 

25. 『日本雑誌物語』 

山崎安雄 アジア出版社 1959【VG1-H683】 

26. 『月刊ファイリングカプセル』創刊号 

株式会社日本コンサルタントグループ 1984.05【VG1-1117】 

表紙には「ビジネスプランナーのための多方域情報誌」とあります。定価 490円。短命

の雑誌で、1984年 9月に休刊しました。 

27. 『ル・シャルマン』創刊号 

興文社 1935.09【VG1-400】 

洋裁・手芸雑誌。一部 50銭。表紙絵は美人画を得意とした挿絵画家の岩田専太郎による

ものです。 

28. 『洋装クラブ』創刊号 

東京社 1936.12【VG1-409】 

洋裁雑誌。一部 45銭。 
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29. 『生活と文化』創刊号 

生活文化社 1946.01【VG1-494】 

戦後すぐに刊行された文化教養誌。「発刊の言葉」には、「雑誌『生活と文化』は我々

日本人の日常生活の最も正しい在り方を具体的に明らめ且つ実践するために誕生した」

とあります。一部 1円 50銭。 

30. 『向日葵』創刊号 

武者小路実篤 編 1947.01【VG1-557】 

小説家・劇作家の武者小路実篤（1885-1976）が「自分がかきたいことを勝手に書ける雑

誌」、「若い友人達が勝手にかける雑誌」を企図して創刊した雑誌です。一部 5円 50

銭。 

31. 『女坂』 

円地文子 角川書店 1958【VG1-H3631】 

小説家・劇作家の円地文子から山崎安雄宛ての献呈本です。 


